
城山憲法九条の会 集い

「改憲」と「壊憲」──憲法を変えるとはどういうことか

講  演  者       渡邊   弘      活水女子大学文学部准教授

今、アジアの国々に対する日本の侵略戦争を否定した閣僚の発

言や従軍慰安婦は必要だったとする日本維新の会共同代表による

発言が世界的にも大きな問題として取り上げられています。

また、今年７月に予定されている参議院選挙では、これらの発

言の背景にある憲法「改正」問題が大きな争点の一つになると言

われています。

こうした中で、憲法を変えることが今を生きる私たちにとって、

また後々の世代にとってどのような意味を持つのでしょうか。

わかりやすく情熱的な語り口の講師を招き、私たちが選挙権を

行使し、選択をする上での参考としていただけたらと、共に学ぶ

集いとして企画しました。

皆さまお気軽にご参加ください。

日 時  2013 年  ６月 ２２日 （土）  午後 1 時半～3 時半

場 所  城山カトリック教会 信徒会館  2 階講堂 （駐車場有り）

           長崎市若草町６－５ （TEL０９５－８４４－９２０８）

参加費  無料

主  催  城山憲法九条の会

連絡先 園田（事務局）

（TEL.090-4474-2950）  

城山憲法九条の会について

作家・大江健三郎さんらが結成した「九条の会」の呼びかけに応え、原

爆落下中心地から数百メートルの城山小学校と西城山小学校区を中心に、

２００５年１月に結成されました。

「再び戦争しない、被爆者はつくらない」を合い言葉に、思想・信条･

立場の違いをこえて、９条を中心に憲法を守るために活動しています。

世話人  奥山忍(教師)、楠田穣(歯科医師)、★楠田昌子(歯科医師）

    里見公義(小児科医師)、★下平作江(長崎原爆遺族会顧問)

        園田鉄美(ｼﾝｶﾞｰｿﾝｸﾞﾗｲﾀｰ)、橋口亮子（年金者組合役員）

        広瀬方人(長崎の証言の会代表委員)、深町孝郎（市民団体

        役員）、マイケル・ヒルデン（カトリック城山教会神父）

        水谷厚子（婦人団体役員）、★山口秀樹（友愛社幼稚園理事長）

  （アイウエオ順、★は代表世話人）

事務局 長崎市油木町 28-32 園田鉄美 気付

講師 渡邊 弘
1968 年名古屋市生まれ。横浜国

立大学大学院修士課程修了。日本

弁護士連合会事務局職員、法政大

学第二高等学校教諭（社会科）を

経て、2004 年より活水女子大学

で「日本国憲法」等を担当。現在、

（公財）長崎平和推進協会評議員

等も兼任。


